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 ９／１１（土）秋晴れの中、釜石・大槌地区中学校新人大会が行われました。コロナ禍であるため、無観客で

の開催となりましたが、無事に開催でき何よりでした。応援に行けず寂しい思いをされた保護者の方々も多かっ

たと思いますが、生徒達は精一杯持てる力を発揮しました。どの部も次につながる粘り強い戦いぶりでした。 

部 名 団 体 戦            個 人 戦 

サッカー 優勝（県大会出場） 

バスケットボール 【男子】２位 

【女子】３位 

バドミントン 【男子】惜しくも敗退     【男子シングルス】黒澤璃晏 ２位（県大会出場） 

【女子】惜しくも敗退              六串 光 ３位 

                        澤舘朋也 ３位 

               【男子ダブルス】 中村元信・山﨑嘉暖 ２位 

                               （県大会出場） 

               【女子シングルス】照井清姫 ３位 

テニス 【男子】惜しくも敗退     【女子ダブルス】阿部莉子・徳田絢音 ベスト８ 

【女子】２位                 三浦虹美・大澤葉那 ベスト８ 

卓球 【男子】惜しくも敗退     【男子】惜しくも敗退 

【女子】惜しくも敗退     【女子】惜しくも敗退 

剣道      【男子】惜しくも敗退 

なし        【女子】惜しくも敗退 

柔道                 ５０㎏級 優勝  駒林 颯（県大会出場） 

なし        佐々木光里 柳内琉 小松倫子（３人全員県大会出場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年連続、地区小学校陸上記録会が中止となりました。 

代替大会として、校内で５・６年生による陸上記録会を行

いました。中止と決まっても、毎日放課後の陸上練習を一

生懸命に続けてきた５・６年生。校内陸上記録会は、熱い

熱い大会となりました。 

１～４年生も

手作り小旗を

振って応援！ 

 



 

 

 保護者の皆様には、先日町教育委員会より「通学支援基準の見直しに伴う大槌学園児童生徒の通学変更につい

て」という文書が配布になりご覧いただけたかと思います。大槌町教育委員会では、東日本大震災から特別措置

をとってきた通学支援基準を見直し、令和４年度から国が示す基準に合わせることになりました。それに伴って、

来年度から通学手段が変更になる児童生徒がいます。９／８に関係地区の保護者の皆様を対象に説明会を開催い

たしました。お集まりいただいた皆様、大変ありがとうございました。 

 今後は、新しい通学路について各地区の保護者や自治会の方々のご意見を伺いながら決めていきたいと考えて

おります。更に新たに徒歩通学となる児童を対象に通学練習に取り組んでいく予定です。 

 通学路の安全については、学園教職員と保護者の皆様、地域全体の皆様が連携して取り組んでいかなければな

りません。児童生徒の安全な登下校のために、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

  

該当地区 学年（R4 年度） R4年度からの通学方法 

安渡・桜木町・生井沢 ３～６年生 徒歩通学 

安渡・桜木町・生井沢・赤浜 ７～９年生 自転車通学 

安渡・桜木町・生井沢 

大ヶ口・柾内・小枕・上町 

１・２年生 スクールバス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 登校班作りに係る保護者説明会を 

開催いたします。お忙しいところで 

しょうが、関係地区の保護者の皆様 

には、ぜひお集まりいただきますよ 

うお願いします。 

★日時   ９／２２（水）18:30～ 

★場所   大槌学園ランチルーム 

★参加者  安渡・桜木町・花輪田地区の現２～５年生の保護者 

        上記３地区の地区長・副地区長 

 

 

９月はじめの登校時間のこと。ある登校班の 

低学年の子が腹痛のため動けなくなってしま

いました。「なんとかしなければ」と思った同

じ班の３年生児童が保安員さんのところへ助

けを求めて走りました。保安員さんは、すぐに

学園とコミュニティスクールの祝田さんへ連

絡し、自らも現場へ向かいました。学園職員が

現場へ向かいましたが腹痛を訴える子は見つ

からず・・・でもすでに、数名の地域の方々が

低学年の子を保護し自宅まで送りとどけてく

ださっていました。 

 ３年生児童の責任ある行動、保安員さんと地

域の方々の素早い連携プレイ。関わった全ての

人たちの優しさがあふれている出来事でした。 

 これこそ、地域の力ではないでしょうか！子

ども達は、いつも地域の方々に見守られていま

す。地域の皆様、いつもいつもありがとうござ

います。心から感謝申し上げます。 

 

 

佐々木 愛梨さん 

（保護者：隆光さん）より 
２３㎝のスパイク１足をいただきました。 

愛梨さんは、４年前に本学園を卒業しました。 

大切に使わせていただきます。 

 

  

 テーマは「大槌の好きをさがす！」 

 子ども達は、大槌の豊かな自然の中で体全部を使って 

体験活動を行いました。初めての体験に心が熱くなったこ

とでしょう。そして、「大槌の好き」をたくさんたくさん

見つけたことでしょう。 

  

今回も『はまぎく若だんな会』の皆様にお世話をいただ

きました。計画準備段階からきめ細かく進めていただき、

充実した学習となりました。ありがとうございました。 


